
【今月の主な内容】
●令和４年度当初予算
●地域振興協議会　会長・副会長が決まりました
●新しい地域おこし協力隊員　２名が着任しました！
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広報なんぶの最新号や
バックナンバーは

南部町ホームページで！
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わたしたちのくらしを守る、

地域防災
わたしたちのくらしを守る、

地域防災

【今月の表紙】
　南部町消防団で活躍する、小林団長（中央）、
山尾副団長（右）、福井副団長（左）の３名。消防
団は、地域の安心安全を守っています。
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小林一弘 団長

担当地域を巡回するパトロール

毎年１月に開催する消防出初式
の一斉放水（小松谷川）

消防操法大会に出場
（会見第二分団）
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消
　防
　団

消
　防
　団

地
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防
災
の
要

地
域
防
災
の
要

火災発生時の出動の様子。

ポンプ車に繋いだホースを延長します。

　地域で火災や災害が発生したときに出動し、消火や水防など重要な任務を担う消防団員。消防団は、消

防組織法に基づき町に設置されている非常備の消防組織です。所属する団員は消防士とは異なり、日頃は

自分の仕事を持ちながら、災害発生など有事の際は昼夜問わず出動します。

　地域のことを熟知している団員は、いつ発生してもおかしくない火災や災害時に頼りになる、地域の安

心安全を守る上で欠かせない存在です。

　ここでは、「自分たちの地域を自分たちで守る」消防団の活動をご紹介します。

南部町消防団出動件数
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　南部町消防団では、127名の団員が所属し、７つの分団と本部班に分
かれて活動しています。分団はそれぞれの担当地区を中心に日頃からパ
トロールを行っています。　
　令和元年から南部町消防団の団長を務める、小林一弘さんに活動への
想いを伺いました。

副団長団長
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団
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伯
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四
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第
一
分
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見
第
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分
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会
見
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三
分
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本
部
班

先
輩
方
の
背
中
を
追
っ
て

　若
い
頃
、
周
囲
か
ら
「
入
ら
な
い
け
ん

ぞ
」
と
声
を
か
け
ら
れ
入
団
し
た
、
小
林

団
長
。
父
親
も
消
防
団
員
で
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
親
し
み
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
自

然
な
流
れ
で
入
団
を
決
め
ま
し
た
。

　先
輩
方
の
火
災
に
対
し
て
の
責
任
感
の

強
さ
に
感
銘
を
受
け
、
ま
た
現
場
で
の
頼

れ
る
姿
を
追
い
か
け
な
が
ら
「
自
分
も
貢

献
し
て
い
る
ん
だ
」
と
誇
り
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　分
団
に
は
同
じ
地
域
・
年
代
の
人
が
集

ま
っ
て
活
動
す
る
た
め
、
横
の
つ
な
が
り

が
一
層
強
く
な
っ
た
こ
と
も
、
活
動
の
魅

力
で
し
た
。

地
域
の
暮
ら
し
を
守
る

　火
災
現
場
で
は
火
を
消
し
、
水
害
の
時

は
土
の
う
を
設
置
し
た
り
排
水
を
し
た
り

す
る
こ
と
は
、
団
員
の
任
務
と
し
て
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
た
ち
に

と
っ
て
〝
あ
た
り
ま
え
〞
の
活
動
で
も
、

住
民
の
方
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
「
助
か

っ
た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
こ

と
は
、
や
り
が
い
で
あ
り
消
防
団
活
動
の

魅
力
で
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　有
事
の
際
に
一
般
住
民
の
方
が
対
応
す

る
に
は
難
し
い
場
面
も
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
消
防
団
活
動
は
、
住
民
の
生

命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
た
め
に
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
頼
れ
る
存
在
に

　消
防
団
の
活
動
に
は
、
課
題
も
あ
り
ま

す
。
働
き
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
方
が
ほ

と
ん
ど
の
た
め
、
平
日
の
日
中
は
出
動
で

き
る
団
員
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

団
員
の
定
員
割
れ
も
起
き
て
お
り
、
消
防

団
離
れ
も
感
じ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　「
私
た
ち
は
自
分
の
町
を
自
分
た
ち
の

手
で
守
る
と
い
う
想
い
を
も
っ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
同
じ
想
い
を
持
つ
方
に
も
っ

と
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
小
林

団
長
。
こ
れ
か
ら
も
、〝
消
防
団
が
い
る

か
ら
安
心
だ
〞
と
、
頼
っ
て
も
ら
え
る
組

織
に
な
っ
て
い
け
る
よ
う
、
地
域
防
災
活

動
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

（単位：件）
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新しいハザードマップを配布しました
災害等の情報収集に、防災アプリをご活用ください！

Yahoo!防災速報
超高密度気象観測・情報提供サービス

「POTEKA」

防災アドバイザーが着任しました！

細田恵誠さん

▲教本を使って学びます

防災士防災の知識を地域に活かす
　防災士とは、社会の様々な場で減災と社会の防災力向上のた
めの活動が期待されており、そのために十分な意識・知識・技
能を有する人としてNPO法人日本防災士機構が認定する民間資
格です。
　南部町では、約４０名の方が防災士の資格を取得し、地域防
災のあらゆる場面で活躍しています。今回は、防災士として活
躍する原和正さん（元東西町地域振興協議会会長）と黒木美由
紀さん（東西町地域振興協議会事務局員）にお話を伺いました。

「POTEKA NET」はコチラ▶

◀アプリのダウンロード
　はコチラ

　町では、県が設置する雨量計がなかった地域に小型
気象計「POTEKA」を設置しました。これにより、よ
り詳細に気象データを観測することができるようにな
りました。「POTEKA」で収集した気象データは、ホー
ムページ「POTEKA NET」やアプリから閲覧できます。

　南部町ではヤフー株式会社と「災害に係る情報発
信等に関する協定」を締結し、アプリの配信機能を
活用した、南部町独自の緊急情報を配信しています。
災害時の情報ツールとしてご活用ください。
＜避難に関する情報、災害時等の注意喚起（台風、野
生動物の出現、感染症等）を配信＞

　新しいハザードマップを、４月下旬に各世帯に配布
しました。ハザードマップには、避難所の場所や町内
の河川が氾濫した場合の浸水想定区域、土砂災害警戒
区域などが表示されています。
　日頃からマップを確認いただき、自宅等周辺の危険
性確認や災害が発生した場合の避難行動にお役立てく
ださい。

あなたも防災士を目指してみませんか！
　防災士の資格取得を推進するため、資格

取得に必要な研修費や登録料の費用を町が

全額を負担します。要件など、詳しくは総

務課へお問い合わせください。

▢問　総務課　☎６６－３１１２

　４月１日に、防災アドバイザーが着任し

ました。長年にわたり消防職員として勤め

た経験を活かし、町防災担当職員と連携し

て、地域防災力向上や南部町消防団の育成

のために活動していただきます。

～着任にあたって～
　「これまで培った知識を、南部町の防災
に活かす活動をしていきたいと思います。
これから地域での防災訓練や講習会などに
参加していきますので、お気軽にお声掛け
ください。」

〝
防
災
士
〟
に
な
る
ま
で

原
　
　
　
こ
れ
ま
で
東
西
町
地
域
振
興
協

　
　
　
議
会
で
の
防
災
の
取
組
が
評
価
さ

　
　
　
れ
、
優
良
自
主
防
災
組
織
の
鳥
取

　
　
　
県
知
事
表
彰
や
防
災
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
大
賞
の
消
防
庁
長
官
賞
を
受
賞
し

　
　
　
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
、
米
子
市

　
　
　
な
ど
町
外
で
講
演
会
の
講
師
を
務

　
　
　
め
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
過
去

　
　
　
の
経
験
を
お
話
す
る
だ
け
で
な
く
、

　
　
　
防
災
を
勉
強
す
る
必
要
性
を
感
じ
、

　
　
　
２
０
１
７
年
３
月
に
防
災
士
を
取

　
　
　
得
し
ま
し
た
。

黒
木
　
　
私
は
２
０
２
０
年
２
月
に
取
得

　
　
　
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
公
民
館
や

　
　
　
協
議
会
に
勤
務
し
て
東
西
町
の
ま

　
　
　
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
た
中
で
、

　
　
　
「
こ
の
仕
事
を
す
る
本
当
の
意
味

　
　
　
は
何
だ
ろ
う
？
」
と
ず
っ
と
考
え

　
　
　
て
い
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
を

　
　
　
受
け
て
、
改
め
て
防
災
の
重
要
性

　
　
　
を
認
識
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
求

　
　
　
め
て
い
る
の
は
〝
安
心
安
全
〞
だ

　
　
　
と
感
じ
ま
し
た
。

資
格
を
取
得
し
て
か
ら

黒
木
　
　
こ
れ
ま
で
の
防
災
訓
練
や
災
害

　
　
　
対
応
の
経
験
に
、
防
災
士
と
し
て

　
　
　
学
ん
だ
知
識
が
加
わ
っ
た
と
で
、

　
　
　
自
信
を
持
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が

　
　
　
出
来
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
格
を

　
　
　
取
得
し
た
こ
と
で
、
地
域
の
皆
さ

　
　
　
ん
に
も
よ
り
信
頼
し
て
い
た
だ
け

　
　
　
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

原
　
　
　
自
分
で
情
報
収
集
す
る
こ
と
が

　
　
　
大
切
だ
と
感
じ
、
行
動
に
移
し
て

　
　
　
い
ま
す
。
自
治
体
や
気
象
庁
が
発

　
　
　
信
す
る
情
報
だ
け
に
頼
る
の
で
は

　
　
　
な
く
、
例
え
ば
玄
関
に
ビ
ン
を
置

　
　
　
い
て
雨
量
を
計
る
こ
と
で
、
自
宅

　
　
　
周
辺
で
ど
の
く
ら
い
雨
が
降
っ
て

　
　
　
い
る
か
確
認
し
、
次
の
行
動
に
備

　
　
　
え
て
い
ま
す
。
意
識
が
変
わ
る
こ

　
　
　
と
で
、
行
動
も
変
わ
っ
て
い
く
と

　
　
　
思
い
ま
す
。

地
域
防
災
の
活
動

原
　
　
　
水
害
な
ど
過
去
の
事
例
か
ら
、

　
　
　
地
域
の
危
険
度
を
知
る
こ
と
は
防

　
　
　
災
活
動
す
る
上
で
重
要
で
す
。

　
　
　
　
一
昨
年
の
大
雨
の
時
に
は
、
土

　
　
　
の
う
が
届
か
な
か
っ
た
こ
と
が
あ

　
　
　
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
区
か
ら

　
　
　
４
区
に
一
カ
所
ず
つ
土
の
う
置
き

　
　
　
場
を
設
置
し
、
備
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
事
例
か
ら
学
び
、
環
境
の
改
善
に

　
　
　
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

黒
木
　
　
災
害
時
に
は
〝
状
況
判
断
を
す

　
　
　
る
た
め
の
情
報
発
信
〞
が
一
番
重

　
　
　
要
で
す
。
協
議
会
事
務
局
員
の
立

　
　
　
場
か
ら
、
災
害
時
に
は
地
域
の
皆

　
　
　
さ
ん
が
状
況
を
認
識
で
き
る
よ
う
、

　
　
　
地
区
放
送
を
流
し
て
い
ま
す
。
ま

　
　
　
た
、
防
災
訓
練
が
マ
ン
ネ
リ
化
し

　
　
　
な
い
よ
う
形
式
や
想
定
を
変
え
て

　
　
　
実
施
し
て
い
ま
す
。
あ
る
年
は
東

　
　
　
西
町
版
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

　
　
　
プ
を
作
成
し
、
自
宅
の
危
険
度
が

　
　
　
分
か
る
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
　
　
自
分
達
に
関
わ
る
情
報
を
発
信
し

　
　
　
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
の
方
の
防

　
　
　
災
意
識
も
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い

　
　
　
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
防
災
士
と
し
て

黒
木
　
　
防
災
訓
練
の
参
加
者
は
大
人
が

　
　
　
中
心
で
す
が
、
今
後
は
子
ど
も
達

　
　
　
に
も
参
加
し
て
も
ら
え
る
内
容
を

　
　
　
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。
大
人
に

　
　
　
な
っ
て
か
ら
、
地
域
で
役
立
て
て

　
　
　
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。
こ
れ

　
　
　
か
ら
も
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

　
　
　
る
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い

　
　
　
き
た
い
で
す
。

原
　
　
　
町
内
の
防
災
士
の
方
々
と
、
防

　
　
　
災
士
会
を
組
織
す
る
準
備
を
し
て

　
　
　
い
ま
す
。
町
と
連
携
し
、
防
災
士

　
　
　
達
の
力
を
地
域
防
災
に
活
か
し
て

　
　
　
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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歳入

≪増えたもの≫
●里山テレワーク環境整備事業　0万円 → 10,168万円（10,168万円）
●しごとマッチング事業　0万円　→　2,232万円（2,232万円）
●クラウド型被災者支援システム活用事業
　　　　　　　　　　　0万円　→　1,292万円（1,292万円）
●光ファイバ整備事業　0万円　→　2億6,290万円（2億6,290万円）
●自立支援介護給付事業
　　　　　　　3億2,641万円　→　3億4,599万円　（1,958万円）
●障がい児通所支援事業　1,805万円 → 3,908万円 （2,103万円）
●病院事業費　4億9,465万円　→　5億7,316万円　（7,851万円）
●道路新設改良費（各路線改修事業）
　　　　　　　1億1,786万円　→　1億7,013万円　（5,227万円）
●法勝寺中学校バリアフリー化事業　0万円 → 2,453万円（2,453万円）
●地方債償還元利金　6億5,011万円 → 6億6,018万円 （1,007万円）

≪減ったもの≫
●鳥取県西部地域企業立地促進事業
　　　　　　　　　　960万円　→　120万円　（▲840万円）
●衆議院議員選挙費　944万円　→　0万円　（▲944万円）
●児童手当　1億4,555万円　→　1億3,808万円　（▲747万円）
●新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業
　　　　　　　　　　2,762万円　→　2,233万円　（▲529万円）
●行政無線管理費　1,098万円　→　682万円（▲416万円）
●災害対策事業　3,509万円　→　406万円　（▲3,103万円）
●えぷろん管理事業　629万円　→　221万円　（▲408万円）
●農地耕作条件改善事業　2,470万円　→　1,000万円（▲1,470万円）
●未来に使える応援チケット【第2弾】
　　　　　　　　　　1,700万円　→　0万円　（▲1,700万円）
●生活支援・地域活性化事業
　　　　　　　　　　5,890万円　→　0万円　（▲5,890万円）

　コロナ禍において、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止策並びにワクチ
ンの追加接種体制の整備を講じる一方で、コロナ収束後を見据えてデジタル技術
などを活用した地域の活性化と住民への生活支援への投資を行います。また、利
便性の向上を目指し運行を行う公共交通対策、「南部町版しごとコンビニ事業」に
よる生涯活躍できる仕組みづくりの実現、地域防災力の向上と防災減災対策など
を見込んでいます。 厳しい財政状況にはありますが、町民の生命と健康を守り、
生活の支援にむけ、着実な施策の推進を目指します。

令和４年度当初予算 一般会計
　74億6,300万円
　　　  （対前年度比10.0％増）
特別会計
　20億 245万円
　　　　（対前年度比0.8％増）

≪増えたもの≫
●町税
　個人住民税　3億3,489万円 → 3億6,513万円（3,024万円）
●国庫補助金
　デジタル田園都市国家構想推進交付金
　　　　　　　0万円　→　5,552万円（5,552万円）
　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（テレワーク）
　　　　　　　0万円　→　4,442万円（4,442万円）
●寄付金
　がんばれふるさと寄付金　5,000万円 → 7,200万円（2,200万円）
●町債
　光ファイバ整備事業債
　　　　　　　0万円　→　2億5,050万円（2億5,050万円）

≪減ったもの≫
●町債
　臨時財政対策債 2億1,000万円 → 6,190万円（▲1億4,810万円）
●国庫補助金
　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
　　　　　　　7,764万円　→　5,551万円　（▲2,213万円）
●繰入金
　さくら基金繰入金　794万円　→　564万円　（▲230万円）

歳入

歳出

歳出
（性質別）

歳出
（目的別）

諸収入　0.9％
分担金
及び負担金
1.0％

財産収入　　　　　0.6%
使用料及び手数料　0.4%
繰越金　　　　　　0.6%
寄附金　　　　　　1.0%

自主財源
23.6％

依存財源
76.4％

町税
13.0％

繰入金
6.1％

地方交付税　46.6％地方交付税　46.6％

県支出金
7.5％

国庫支出金
10.9％

議会費　　　1.1％
消防費　　　0.7％
商工費　　　0.4％
予備費　　　0.1％
災害復旧費　0.0％

民生費
31.1%

総務費
23.9％
総務費
23.9％
総務費
23.9％
総務費
23.9％

公債費
8.9％

衛生費
13.0％

農林水産業費
7.6％

教育費
8.1％

土木費
5.1％

積立金　　　0.8％
維持補修費　1.0％
予備費　　　0.1％

災害復旧事業費
0.0%

貸付金、投資
及び出資金　0.0％

人件費
18.1％

義務的
経費

41.0%

投資
的経費
11.5%

その他の
経費

47.5%

公債費
8.9％
公債費
8.9％

扶助費
14.0％

普通建設
事業費
11.5％

補助費等
20.3％

物件費
15.9％
物件費
15.9％

繰出金
9.4％

令和４年度の南部町一般会計及び特別会計の当初予算の概要をお知らせします。

地方消費税交付金　　　3.0%　地方譲与税　　　1.2%　　　　
地方特例交付金　　　　0.1%　自動車税交付金　0.1%　　　　
ゴルフ場利用税交付金　0.1%　利子割交付金　　0.0%　　　　

交通安全対策特別交付金　0.0%
配当割交付金　　　　　　0.1%
株式譲渡所得割交付金　　0.1%町債

6.7％



令和４年度当初予算
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●新型コロナウイルス感染症の感染拡大の防止に引き続き取り組むとともに、地域経済の活性化、住民生活への
　支援などに必要な予算を計上しました。最終年度を迎える光ファイバの整備、また、デジタル田園都市国家構
　想推進交付金など国の財源を有効に活用した事業を計上することにより、積極的な予算編成としております。
●国民健康保険事業特別会計は、前年比0.2％の減となりました。過去の健診結果を活用し食生活との関係につ
　いて分析を行い、効果的な健康増進を行います。
●太陽光発電事業特別会計は、前年度対比9.6％の減となりました。売電収入について、基金への積み立てのほ
　か二酸化炭素排出削減に向けた事業への財源として繰出します。

主な特徴

9,000,000

8,000,000

7,000,000

6,000,000

5,000,000

4,000,000

3,000,000

2,000,000

1,000,000
令和４年度末

見込平成25年度末 平成26年度末 平成27年度末 平成28年度末 平成29年度末 平成30年度末 令和元年度末 令和２年度末 令和３年度末
見込

地方債現在高

算入交付税
基金残高

予算規模の比較 単位：万円

令和３年度当初予算

６７８，２００
１２９，９３０

１４，９４０
２８８
１２２

２４，７１０
６，３３０

１５，５５０
６，６５０

会　計　名

一般会計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

墓苑事業特別会計

住宅資金貸付事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

浄化槽整備事業特別会計

公共下水道事業特別会計

太陽光発電事業特別会計

令和４年度当初予算

７４６，３００
１２９，６７０

１７，７５０
２３５

０
２３，２００

６，３６０
１７，０２０
６，０１０

差引額

６８，１００
△ ２６０
２，８１０

△ ５３
△ １２２

△ １，５１０
３０

１，４７０
△ ６４０

対前年比

１１０．０%
９９．８%

１１８．８%
８１．６%

皆減
９３．９%

１００．５%
１０９．５%

９０．４%

地方債現在高に対する基金残高と算入交付税の推移
　行革努力や公債費の繰上償還、起債の借入れの抑制により、起算残高に対する基金残高と算入交付税との総額
が地方債現在高を上回っています。
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令和４年４月１日から令和７年３月３１日までの３年間、地域振興協議会の正副会長をお勤めいただく皆さん
に辞令が交付されました。

地域振興協議会　会長・副会長が決まりました

大塚会長

瀧山会長 牧野副会長

井上会長 足谷副会長

前田会長 加納副会長

野口副会長

雑賀副会長板持会長

山中会長 當別當副会長

東西町地域振興協議会

小杉会長 奈須副会長

●会長/小杉達男　　　●副会長/奈須富雄

●事務局員/黒木美由紀、竹田文枝

●事務所/東町６２(在宅生活支援ハウスつどい内)

●連絡先/☎６６－４７２４

天津地域振興協議会
●会長/大塚賢一　　　●副会長/野口和博

●事務局員/片山敦子、吉村千笑

●事務所/福成１４５２－１(ふるさと交流センター内)

●連絡先/☎６６－４９０５

大国地域振興協議会
●会長/前田輝美　　　●副会長/加納立身

●事務局員/野坂千登勢、小森昌道

●事務所/原８６８－４(おおくに田園スクエア内)

●連絡先/☎６６－５２６６

法勝寺地区地域振興協議会
●会長/瀧山　寛　　　●副会長/牧野　孝

●事務局員/増田厚子、古曵直子

●事務所/法勝寺３４１(キナルなんぶ内)

●連絡先/☎６６－３１２１

南さいはく地域振興協議会
●会長/井上仁志　　　●副会長/足谷　茂

●事務局員/山尾由里子、長尾佳史、長尾あゆみ

●事務所/能竹３９４－２(南さいはく交流拠点施設内)

●連絡先/☎６６－５１１５

あいみ手間山地域振興協議会
●会長/山中文雄　　　●副会長/當別當憲正

●事務局員/冨永結花里、安森郁子

●事務所/天萬５４８(交流会館内)

●連絡先/☎６４－３７９０

あいみ富有の里地域振興協議会
●会長/板持　弘　　　●副会長/雑賀雅弘

●事務局員/野口清香、門原春惠、井塚　均

●事務所/市山１０８７－１(えんがーの富有内)

●連絡先/☎６４－３５０４
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４
月
１
日
か
ら
、
な
ん
ぶ
里
山
デ

ザ
イ
ン
機
構
に
て
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
担
当
さ
せ

て
頂
く
事
と
な
り
ま
し
た
高
田
慶
と

申
し
ま
す
。

　
実
家
は
京
都
府
南
部
に
あ
り
ま
す

が
、
最
近
ま
で
奈
良
市
に
住
ん
で
お

り
、
ほ
ぼ
半
世
紀
近
く
を
関
西
で
過

ご
し
て
き
た
根
っ
か
ら
の
関
西
人
で

す
。

　
経
歴
は
か
な
り
変
わ
っ
て
お
り
、

大
学
卒
業
後
マ
イ
カ
ル
ビ
ブ
レ
（
奈

良
店
）
で
約
６
年
間
紳
士
靴
・
婦
人

靴
の
接
客
・
販
売
・
バ
イ
ヤ
ー
等
兼

任
し
て
い
ま
し
た
が
、
マ
イ
カ
ル
グ

ル
ー
プ
が
倒
産
し
た
際
に
一
度
日
本

の
歴
史
を
勉
強
し
よ
う
と
一
念
発
起
。

伊
勢
に
あ
る
皇
學
館
大
学
で
１
年
間

宗
教
史
を
学
び
、
そ
の
流
れ
で
神
職

資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
教
育
関
係
の
会
社
で
18
年

間
主
に
営
業
企
画
を
中
心
と
し
て
講

演
会
な
ど
も
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

２
年
前
に
突
如
と
し
て
始
ま
っ
た
コ

ロ
ナ
禍
で
、
半
年
以
上
テ
レ
ワ
ー
ク

と
な
り
ま
し
た
。
本
来
の
活
動
が
で

き
な
く
な
り
、
今
後
の
将
来
の
事
を

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま

で
は
１
つ
の
会
社
で
利
益
の
み
を
追

求
す
る
仕
事
に
邁
進
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
後
は
誰
か
人
の
為
に
な
る
仕

事
を
や
っ
て
み
た
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
時
に
前
職
で
約
10
年
間
担
当

し
て
お
り
ま
し
た
縁
の
あ
る
鳥
取
県

で
〝
し
ご
と
〞
を
通
じ
て
、
多
様
な

人
の
望
む
生
き
方
を
実
現
す
る
し
ご

と
コ
ン
ビ
ニ
の
募
集
を
拝
見
し
、〝
こ

れ
だ
‼
〞
と
思
い
今
回
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
仕
事
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
慣
れ
な
い
事
ば
か
り
で
、

日
々
奮
闘
中
で
す
が
今
後
は
南
部
町

の
皆
様
に
信
頼
頂
け
る
よ
う
全
力
で

頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
４
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

ス
ポ
ー
ツ
部
門
の
担
当
に
な
り
ま
し

た
、
広
島
県
福
山
市
出
身
の
神
原
史

で
す
。
小
学
１
年
の
時
に
父
の
影
響

で
サ
ッ
カ
ー
を
初
め
、
高
校
・
大

学
・
社
会
人
で
も
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
社
会
人
の
時
は
、
な
で
し
こ
リ
ー

グ
の
東
京
電
力
マ
リ
ー
ゼ
と
い
う
チ

ー
ム
に
所
属
し
、
素
晴
ら
し
い
環
境

で
サ
ッ
カ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
と
怪

我
も
多
い
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
仲

間
が
で
き
、
人
と
し
て
成
長
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い
ま
す
。
サ
ッ
カ

ー
を
す
る
こ
と
が
大
好
き
な
の
で
、

今
も
選
手
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
か
ら
２
年
間
、
米
子

の
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
選
手
兼

監
督
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、

南
部
町
の
施
設
な
ど
も
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
南
部
町
の
方
々
の
温
か

さ
や
、
き
れ
い
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

環
境
を
知
り
、
い
つ
か
は
恩
返
し
が

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
サ

ッ
カ
ー
だ
け
で
な
く
、
色
々
な
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
方
々
と

交
流
を
深
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
人
と
の
関
わ
り

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
南
部
町
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
身

体
を
動
か
し
、
毎
日
笑
顔
で
過
ご
せ

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
南
部
町
と
い
う
素
晴
ら
し
い
環
境

で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
経
験
が

出
来
る
こ
と
に
感
謝
し
、
日
々
成
長

出
来
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
早
く
皆
さ
ん
に
顔
と
名
前
を
覚
え

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

新しい地域おこし協力隊員　２名が着任しました！新しい地域おこし協力隊員　２名が着任しました！新しい地域おこし協力隊員　２名が着任しました！
たか だ

【しごとコンビニ担当】　高田 慶さん　（なんぶ里山デザイン機構所属）

けい

【スポーツ振興担当】　神原 史さん　（スポnetなんぶ所属）

かんばら ふみ
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№58町長室から人口減少を考える③　～少子化の危機を社会共有～
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
女
性
の
就
労

機
会
の
増
加
な
ど
に
よ
る
出
生
率
の

低
下
か
ら
、
１
９
７
４
年
に
社
会
全

体
で
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
の

「
両
親
保
険
」
を
導
入
し
、
出
生
率

が
回
復
し
ま
し
た
。
ま
た
ド
イ
ツ
は
、

２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
を
参
考
に
政
策
の
大
転
換
を
図

り
、
現
在
は
出
生
率
が
急
回
復
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
以
上
に
出

生
率
の
低
下
が
進
む
韓
国
で
は
、
家

族
政
策
財
源
と
し
て
「
父
母
保
険
基

金
（
仮
称
）」
の
創
設
に
向
け
て
議

論
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
本
年
４
月
か
ら
、
改

正
育
児
・
介
護
休
業
法
が
始
ま
り
、

社
員
へ
の
育
児
休
業
取
得
へ
の
働
き

か
け
が
企
業
の
義
務
に
な
り
、
10
月

か
ら
は
男
性
版
の
産
休
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
財
源

を
日
本
で
は
雇
用
保
険
制
度
で
行
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
非
正
規
労
働
者

へ
の
対
応
や
財
源
が
不
十
分
だ
と
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
２
０
２
１
年
に
生
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
の
人
数
は
、
６
年
連
続
で
過

去
最
少
を
更
新
し
、
84
万
２
８
９
７

人
と
な
っ
た
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
将
来
推
計
人
口
（
中
位
推
計
）
で

は
、
今
後
90
年
間
に
わ
た
っ
て
年
間

60
万
人
以
上
が
減
少
し
続
け
、
２
１

０
０
年
の
総
人
口
は
６
千
万
人
、
高

齢
化
率
38
．
３
％
を
予
測
し
て
い
ま

す
。

　
日
本
で
も
、
抜
本
的
な
家
族
政
策

と
し
て
の
少
子
化
対
策
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
制
度
創
設
に
は
、

税
で
も
保
険
で
も
新
た
な
負
担
の
国

民
合
意
が
必
要
で
、
一
朝
一
夕
と
い

う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の

ま
ま
で
よ
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

将
来
世
代
に
対
す
る
今
を
生
き
る
私

た
ち
の
責
任
と
し
て
、
少
子
化
の
危

機
を
社
会
全
体
で
共
有
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

南
部
町
長
　陶
山
清
孝

観光協会だより
【問い合わせ先】南部町観光協会　☎30‐4822

　
さ
く
ら
ま
つ
り
の
一
環
と
し
て
、
３

月
20
日
〜
４
月
３
日
の
期
間
で
「
ス
イ

ー
ツ
」
＆
「
お
花
見
ラ
ン
チ
」
め
ぐ
り

in
南
部
町
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

店
舗
の
町
内
飲
食
店
10
店
舗
で
、
そ
れ

ぞ
れ
個
性
の
光
る
春
メ
ニ
ュ
ー
を
販
売

し
、
春
の
訪
れ
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
含
め
皆
様
に
ご
好

評
の
声
を
い
た
だ
き
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ー
ト
時
は
ま
だ
肌
寒

く
、
桜
の
開
花
も
遅
れ
る
こ
と
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
３
月
下
旬
頃
に
は
気

温
も
上
り
、
法
勝
寺
川
土
手
の
桜
が
咲

く
と
沢
山
の
方
が
町
内
外
か
ら
お
越
し

に
な
り
、
南
部
町
自
慢
の
桜
並
木
を
観

桜
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
月
２
日
、
３
日
に
は
南
部

町
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
も
開
催
さ
れ
、

観
光
協
会
事
務
所
で
は
コ
ロ
ナ
対
策
に

も
気
を
つ
け
、
コ
ー
ヒ
ー
販
売
、
石
鹸

デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
体
験
な
ど
を
行
い
、
た

く
さ
ん
の
方
に
来
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
は
分
散

型
で
密
を
避
け
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
個
人
個
人
が
感
染
対
策
を
す
る

こ
と
で
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
ご
ざ
い
ま

し
た
。

さ く ら ま つ り

▲イベントポスター

コーヒー販売の様子▶
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健康福祉課　☎66-5524

集団健診日程

令和４年度の健診

▲こちらからも
　予約できます。

コロナ禍でも必要な受診を

早めに健（検）診を予約しましょう！！

コロナ禍でも必要な受診を

早めに健（検）診を予約しましょう！！
　がんや生活習慣病の初期段階では、症状がないことが多くあ
ります。症状が出てから受診したり、コロナ等を理由に健診や
がん検診を見送り、次の受診までの期間が空いてしまうと、早
い段階で発見できたはずのがんや生活習慣病が、進行した状態
で見つかる可能性が高くなります。また、普段からかかりつけ
医を定期的に受診している方も、症状のない早期に発見する目
的で、毎年健診やがん検診を受けることがとても大切です。
　がんや生活習慣病はコロナの収束を待ってくれません。コロ
ナ禍であっても健（検）診を毎年確実に受けましょう。

　令和４年度も医療機関・集団健診ともに完全予約制です。お早めにご予約ください。

【　期　　　間　】　　　令和４年６月～令和５年２月末
【受診券について】　　　５月中旬以降にご自宅に郵送で届きます。
【予 約 開 始 日】　　　５月３０日（月）
【予約・問い合わせ先】　健康福祉課　☎６６－５５２４
　　　　　　　　　　　　※健診日の１週間前までにご予約ください

日にち・受付時間
会場

※どちらの会場でも受診できます。
内容

６月２２日(水)　8:30-10:00

６月２３日(木)　8:30-10:00

６月３０日(木)　8:30-10:00

７月　７日(木)  8:30-10:00

７月　８日(金)  8:30-10:00

７月２１日(木)　8:30-10:00

１２月２日(金)　8:30-10:00

１２月４日(日)　8:30-10:00

１２月４日(日)　13:30-15:30

１２月５日(月)　8:30-10:00

健診･がん検診

健診･がん検診

健診･がん検診

健診･がん検診

健診･がん検診

健診･がん検診

健診･がん検診

基本／特定健診・がん検診

子宮／乳がん検診

健診･がん検診

総合福祉センターいこい荘

総合福祉センターいこい荘

ふるさと交流センター

プラザ西伯

おおくに田園スクエア

東西町コミュニティセンター

総合福祉センターいこい荘

総合福祉センターいこい荘

総合福祉センターいこい荘

総合福祉センターいこい荘

25

30

35

40

45

Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度

胃・大腸・肺がん検診受診率（％）
（南部町）

胃がん検診 肺がん検診 大腸がん検診
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2022年度「ミカエル・セミナー」等の予定

◆申込不要、どなたでも参加できます。セミナーの開催時間は、午後７時です。
※新型コロナウイルスの感染状況によっては、会場の変更、入場制限、開催方法の変更、
　または中止となる場合がありますのでご了承ください。

2023年 ２月４日(土)

会場　富有まんてんホール

時間　（午後の予定）

【南部町人権・同和教育研究集会】
☆人権ぬりえ・ポスター表彰

☆部会活動報告等

☆記念公演　※詳細は改めてお知らせします。

　　１１月１０日（木）

会場　キナルなんぶ

時間　午後７時～８時30分

第４回ミカエル・セミナー≪セクシャリティと人権≫

講師　前田　良さん　(Like myself 代表)

演題「パパは女子高生だった～自分らしく生きること～」

＊性別にかかわらず、自分らしく生きるとは～

まえ　だ　　　りょう　　　　　　 ライク　  マイセルフ

　　１０月７日（金）

会場　富有まんてんホール

時間　午後７時～８時30分

【ミカエル・人権公演会】　一人芝居

講師　福永　宅司さん　(子どもの学び館　館長)

演題　「学　校」

＊夜間中学～学校に行くこと、学ぶとは～

ふくなが　　たく　じ

　　９月１４日（水）

会場　キナルなんぶ

時間　午後７時～８時30分

第３回ミカエル・セミナー ≪認知症と人権≫（アルツハイマー月間）

講師　吉野　立 さん

演題「百歳時代と認知症」

＊みんなが認知症を正しく理解して、安心して生きる～

公益社団法人

 認知症の人と家族の会鳥取県支部代表

よし　の　　りゅう

　　８月８日（月）

会場　富有まんてんホール

時間　午後７時～８時30分

第２回ミカエル・セミナー≪同和問題と人権≫（部落解放月間）

講師　上杉　 總 さん (じんけんSCHOLA 共同代表)

演題「部落差別、今の歴史認識は？」（仮）

＊知っていますか？今の教科書の記述では～

うえすぎ　　さとし ス コ ラ

　　５月３１日（火）

会場　キナルなんぶ

時間　午後７時～８時30分

第１回ミカエル・セミナー　　≪まちづくりと人権≫

『人権川柳で、人権文化のまちづくり！』

＊みんなで人権川柳を考えて、人権感覚磨きませんか。

(人権文化とは、日頃の生活の中で、お互いの人権を尊重することを自然に感じ

たり、考えたり、行動することが定着した生活の有り様そのものをいいます。）

じんけんせんりゅう
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消費相談窓口です

　毎月２回、消費生活専門の相談員が天萬庁舎に来庁します。来庁日はお問合せください。
【問い合わせ先】町民生活課　☎64-3781　又は　消費者ホットライン「１８８」

偽の警告音や警告表示にあわてて連絡しないで！

アドバイス

　「サポート詐欺」は、パソコンやスマートフォンでインターネット
を使用中、突然、大音量の警告音や偽の警告画面を表示して、慌てて
連絡してきた相手に、サポートやセキュリティソフトなどを契約させ
る手口です。最近は、支払い手段としてプリペイド型電子マネーが使
われるケースが多く、また、高齢者の被害が目立つ傾向がみられます。

●大音量の警告音は慌てる原因になります。可能であれば、まずは音量を「０」（無音）にし、冷
　静に対処を。
●警告画面や警告音は偽警告かも？と疑い、すぐには連絡しないこと。連絡してしまった場合でも、
　指示されるままに電子マネーを購入したり、クレジット番号を教えないようにしましょう。
●端末操作に不慣れ、セキュリティの知識がないなどで、自分だけで判断できない場合は、料金を
　支払う前に周りの人に相談しましょう。
●警告画面の消去方法などについては、（独）情報処理推進機構（ＩＰＡ）の
　「情報セキュリティ安心相談窓口」が参考になります。

偽の警告音で不安をあおる「サポート詐欺」

▲平成２９年の揮毫の様子

【問い合わせ先】
　キナルなんぶ
　☎４６－０８７０

　森清範貫主は、毎年京都・清水寺で行われる「今年の漢字一文字」を
揮毫（きごう）されることで有名です。平成２９年には南部町教育の日制
定１０周年記念に「豊」、「里」を揮毫いただきました。今回も講演の後
に南部町にゆかりのある漢字を揮毫していただきます。
■内　　容　講演・揮毫
　　　　　　※揮毫（きごう）とは、毛筆で文字や絵をかくこと
■日　　時　６月５日（日）　午前１０時～１１時３０分（予定）
　　　　　　　　　　　　　（開場）午前９時３０分
■会　　場　キナルなんぶ　多目的ルーム
■定　　員　１００名（南部町民限定）
　　　　　　※申込多数の場合は抽選となります。
■申込締切　５月２０日（金）　※必着
■申込方法　①氏名（よみがな）　②住所　③年齢　④電話番号を記載
　　　　　　のうえ、以下のいずれかの方法でお申し込みください。
　　　　　　※抽選の関係上、１名ずつお申込が必要です。
　▶ＦＡＸ　４６－０８７１
　▶メール　kinaru@town.nanbu.tottori.jp
　▶申込用紙　役場（法勝寺・天萬各庁舎）、
　　　　　　　キナルなんぶにあります。
　　※入場券は、５月中に発送予定です。

～キナルなんぶ開館１周年記念～

京都・清水寺　森清範貫主を招き「文化講演会」を開催します！
もりせいはんかん　す

▲情報セキュリティ
　安心相談窓口

▶電子申請
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西伯病院事業管理者　足立正久前西伯病院事業管理者　林原敏夫

西伯病院事業管理者が決まりました
　４月１日付で足立
正久氏が、西伯病院
事業管理者に就任い
たしました。任期
は、令和４年４月１
日から４年間です。

　３年９カ月にわた
り、事業管理者とし
てご尽力いただきま
した林原敏夫氏が、
３月３１日に退任い
たしました。

西伯病院　☎６６－２２１１

西伯病院人事異動

をお知らせします

【問い合わせ先】

■
新
任
採
用

　長
谷
川
　純
一
（
院
長
）
　

　坪
内
　祥
子
（
小
児
科
副
部
長
）

　坪
倉
　広
伸
（
看
護
師
）

　山
中
　雄
介
（
看
護
師
）

　本
庄
　未
来
（
看
護
師
）

　小
西
　倖
平
（
看
護
師
）

　石
口
　達
也
（
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
）

　岩
崎
　幸
子
（
言
語
聴
覚
士
）

　湯
澤
　諭
（
経
営
管
理
課
　主
任
）

　種
　誠
（
総
務
企
画
課
　主
任
）

　田
邉
　幹
子
（
総
務
企
画
課
　事
務
員
）

■
県
派
遣

　山
田
　ま
ど
か
（
内
科
医
師
）

　平
原
　有
未
（
内
科
医
師
）

■
採
用

　髙
田
　照
男
（
参
与
）
　

　片
山
　章
（
小
児
科
医
師
）

　藤
　喜
美
代
（
看
護
師
）

○
採
用
（
令
和
４
年
４
月
１
日
付
）

　髙
田
　照
男
（
院
長
）

　片
山
　章
（
小
児
科
部
長
）

　岡
本
　亮
（
県
派
遣
・
内
科
医
師
）

　中
前
　三
紀
夫
（
総
務
室
　参
事
）

　藤
　喜
美
代
（
副
看
護
師
長
）

　中
山
　直
恵
（
看
護
師
）

　舩
田
　利
都
子
（
看
護
師
）

　松
本
　沙
耶
（
看
護
師
）

　澤
谷
　駿
（
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
）

　福
田
　誠
人
（
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
）

　芦
村
　ふ
み
子
（
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
）

　齋
鹿
　梨
也
（
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
）

　加
納
　百
合
子
（
精
神
保
健
福
祉
士
）

　尾
崎
　潔
美
（
薬
剤
師
補
助
員
）

　遠
藤
　竜
治
（
主
任
理
学
療
法
士
）

○
退
職
（
令
和
４
年
３
月
31
日
付
）

○
組
合
専
従
休
職

　
　
　  

（
令
和
４
年
４
月
１
日
付
）
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令和４年４月１日現在
南部町国民健康保険

　　　　西　伯　病　院

　〒683-0323

　　　鳥取県西伯郡南部町倭397

TEL 0859-66-2211(代)
FAX 0859-66-4012
　  http://www.saihaku-hospital.com/

西伯病院外来診療担当一覧表

受 付 時 間

診 療 時 間

尚、急患の方はお電話にてお問い合わせください

午前

午後
午前

休 診 日

１３時３０分～１７時００分

土、日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）

　７時３０分～１１時００分（初診の方）

　８時３０分～１２時００分

午後 １３時００分～１６時００分
　７時３０分～１１時３０分（再診の方）

★は予約制の診療となります。受診(受検)を希望される場合は事前にお電話にてお申込みください。
午前中は外来が混み合いますので、予約の確認や変更など、
お急ぎでないご用件のお電話は、午後２時から５時にお願いいたします。
※　診療担当医が都合により変更や休診となる場合がありますのでご了承ください。
※　患者様の状態により診察順番が前後する場合がありますのでご了承ください。
※　表中の※印は、鳥取大学医学部附属病院等からの派遣医師です。

太田、髙田
木山

非常勤医師
午前

午後

坪内 祥子
片山 章

木山 典子

非常勤医師

午前

午後

午後

14:00

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前
午後

午前

３　診　（再診）

午前１　　　　　 診
２　　　　　 診

田村 矩章
山田 まどか

陶山 和子 長谷川 純一

★ 循　　環　　器 ★

★ 糖尿病・内分泌 ★
★ 脳 神 経 内 科 ★

★ 肝　　臓　　病 ★

４　　　　　 診

★ 禁　煙　外　来 ★

６　　　　　 診
★ 呼　　吸　　器 ★

野坂 薫子

泉 敏弘

陶山 和子
田村 啓達

田村 矩章

宇田川 晃秀

堅野 国幸
村田 裕彦

大学医師※

坪内 祥子

髙田 照男
木山 典子

大学医師※

非常勤医師太田 貴士

泉 敏弘

大学医師※

田村 啓達
野坂 薫子

陶山 和子

村田 裕彦

陶山 和子
田村 啓達

堅野 国幸

田村 矩章

村田、堅野

宇田川 晃秀
野坂 薫子 田村 矩章

大学医師※

宇田川 晃秀午前

長渕 忠文
北村 夏子

田村 啓達

午前

午前

午前

午前

午前
午前
　　

午後

泉 敏弘

村田 裕彦

坪内 祥子

堅野 国幸

宇田川 晃秀
野坂 薫子

山田 まどか

田村 矩章★ ド ッ ク ・ 検 診 ★

外
科

長谷川 純一

田村 啓達

田村 矩章

陶山 和子
中本 成紀※

金

宇田川 晃秀

中本 成紀※

山田 まどか

倉立 至

宇田川 晃秀
野坂 薫子

北村 夏子

大学医師※

太田 貴士

坪内 祥子

村田、堅野

村田、堅野
村田、堅野

泉 敏弘

精
神
科

倉立 至
稲村 昌伸※(第２週) 倉立 至倉立 至 倉立 至午前

午後

★ 耳　鼻　咽　喉　科 ★

★ 歯　　　　　　　　科 ★

長渕 忠文

心臓検査（エコー）・予防接種は予約制。

髙田 照男
木山 典子

　２ 　診 　（初診）　

坪内 祥子

　化　 学　 療　 法　

　１ 　診 　（再診）　

★ 胃 内 視 鏡 透 視 ★

　整　　形　　外　　科　
（予約制ではありません）

★ も の 忘 れ 外 来 ★

　婦　　　　人　　　　科　

★ ２　診　（初診）★

１　診　（再診）

　小　　　　児　　　　科　

★ 大腸ファイバー ★

月
田村 啓達
木火 水

山田 まどか

大学医師※

宇田川 晃秀

内
　科

診療科 時間

村田 裕彦
堅野 国幸

野坂 薫子

泉 敏弘

杉原 誉明※

大学医師※

田村 矩章
杉原 誉明※

６月から２月までは毎週。その他の月は第１･３･５週月曜日のみ。
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南
部
町
人
事
異
動

（
　）
内
は
旧
所
属　

【
総
務
課
】

　課
長
補
佐
　本
田
　秀
和
（
産
業
課
）

　課
長
補
佐
　石
谷
　麻
衣
子
（
同
主
幹
）

　主
任
　髙
雄
　勇
飛
（
鳥
取
県
）

【
町
民
生
活
課
】

　課
長
　渡
邉
　悦
朗
（
福
祉
事
務
所
）

　主
事
　宇
田
　翔
一
（
企
画
政
策
課
）

【
健
康
福
祉
課
】

　課
長
　前
田
　か
お
り
（
同
課
長
補
佐
）

　課
長
補
佐
　加
納
　諭
史
（
総
務
課
）

　主
任
　田
中
　遥
香

　
　
　
　
　（
南
部
箕
蚊
屋
広
域
連
合
）

　主
任
社
会
福
祉
士
　朝
日
　志
保

　
　
　
　
　
　
　
　（
同
社
会
福
祉
士
）

【
福
祉
事
務
所
】

　所
長
　泉
　潤
哉
（
出
納
室
）

　主
任
社
会
福
祉
士
　谷
上
　修

　
　
　
　
　
　
　
　（
同
社
会
福
祉
士
）

南
部
町
人
事
異
動

（
　）
内
は
旧
所
属　

【
総
務
課
】

　課
長
補
佐
　本
田
　秀
和
（
産
業
課
）

　課
長
補
佐
　石
谷
　麻
衣
子
（
同
主
幹
）

　主
任
　髙
雄
　勇
飛
（
鳥
取
県
）

【
町
民
生
活
課
】

　課
長
　渡
邉
　悦
朗
（
福
祉
事
務
所
）

　主
事
　宇
田
　翔
一
（
企
画
政
策
課
）

【
健
康
福
祉
課
】

　課
長
　前
田
　か
お
り
（
同
課
長
補
佐
）

　課
長
補
佐
　加
納
　諭
史
（
総
務
課
）

　主
任
　田
中
　遥
香

　
　
　
　
　（
南
部
箕
蚊
屋
広
域
連
合
）

　主
任
社
会
福
祉
士
　朝
日
　志
保

　
　
　
　
　
　
　
　（
同
社
会
福
祉
士
）

【
福
祉
事
務
所
】

　所
長
　泉
　潤
哉
（
出
納
室
）

　主
任
社
会
福
祉
士
　谷
上
　修

　
　
　
　
　
　
　
　（
同
社
会
福
祉
士
）

【
子
育
て
支
援
課
】

　課
長
　芝
田
　卓
巳
（
町
民
生
活
課
）

【
す
み
れ
こ
ど
も
園
】

　園
長
　道
川
　由
利
香

　
　
　
　
　
　
　（
ひ
ま
わ
り
保
育
園
）

　主
幹
保
育
士
　田
部
　晶
子

　
　
　
　
　
　
　（
ひ
ま
わ
り
保
育
園
）

　主
任
保
育
士
　古
都
　晴
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
同
保
育
士
）

【
ひ
ま
わ
り
保
育
園
】

　園
長
　佐
々
木
　美
和

　
　
　
　
　
　
　（
す
み
れ
こ
ど
も
園
）

　主
幹
保
育
士
　宅
野
　千
夏

　
　
　
　
　
　
　（
す
み
れ
こ
ど
も
園
）

　主
任
保
育
士
　住
田
　あ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
同
保
育
士
）

【
産
業
課
】

　課
長
　藤
原
　宰
（
議
会
事
務
局
）

　課
長
補
佐
　桑
名
　俊
成
（
総
務
課
）

【
建
設
課
】

　課
長
　岡
田
　光
政
（
産
業
課
）

　主
幹
　室
　貴
之
（
同
主
任
）

【
出
納
室
】

　会
計
管
理
者
　吾
郷
　あ
き
こ

　
　
　
　
　
　
　
　（
子
育
て
支
援
課
）

【
議
会
事
務
局
】

　事
務
局
長
　田
子
　勝
利
（
建
設
課
）

【
人
権
・
社
会
教
育
課
】

　主
任
　勝
部
　真
理
子
（
健
康
福
祉
課
）

【
図
書
館
】

　主
事
　田
中
　優
美

　
　
　
　
　
　（
人
権
・
社
会
教
育
課
）

【
町
民
生
活
課
】

　主
任
　西
尾
　香
菜
絵

【
ひ
ま
わ
り
保
育
園
】

　主
幹
保
育
士
　大
前
　美
香

【
鳥
取
県
】

　主
任
　中
前
　元
希

　
　
　
　
　
　（
人
権
・
社
会
教
育
課
）

○
異
動
　
（
令
和
４
年
４
月
１
日
付
）

○
派
遣
　
（
令
和
４
年
４
月
１
日
付
）

○
新
規
採
用（
令
和
４
年
４
月
１
日
付
）

○
退
職
　
（
令
和
４
年
３
月
31
日
付
）

○
復
職
　
（
令
和
４
年
４
月
１
日
付
）

【
南
部
箕
蚊
屋
広
域
連
合
】

　主
事
　爲
國
　沙
耶
（
図
書
館
）

【
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
】

　課
長
　美
甘
　哲
也
（
鳥
取
県
）

【
総
務
課
】

　主
事
　角
田
　亘

【
企
画
政
策
課
】

　建
築
技
師
　村
尾
　太
一

【
子
育
て
支
援
課
】
　

　主
事
　岩
本
　龍

【
ひ
ま
わ
り
保
育
園
】

　保
育
士
　遠
藤
　寧
々

【
総
務
・
学
校
教
育
課
】

　参
事
　中
前
　三
紀
夫
（
再
任
用
）

　糸
田
　由
起
（
健
康
福
祉
課
）

　本
池
　彰
（
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
）

　後
藤
　由
美
（
総
務
課
）

　番
原
　佳
子
（
健
康
福
祉
課
）



17 広報なんぶ　2022.５　№21217 広報なんぶ　2022.５　№212

くらしの情報 2022．5

くらしの情報

３月31日現在の人口
　男　　　4,986人　（－37人）

　女　　　5,414人　（－37人）

　計　 　10,400人　（－74人）

　世帯数　3,872世帯（－13世帯）

　（　）内は前月との比較

〈５月〉税金・使用料のお知らせ
・固定資産税　　・水道使用料　　

・保育料　　　　・公営住宅使用料

・放課後児童クラブ　・給食費　　　　

【納付期限：５月３１日（火）】

お誕生おめでとう

（氏　名）
　　　　　　　ゆ　づる

岩本　夕弦

（保護者）

（啓幸・亜紀子）

（住　所）

落　合

　令和４年度の国民年金保険料は、
　　　　　　　月額　１６，５９０円　です。
■国民年金保険料の納付方法
　保険料は、日本年金機構から送付される納付書に
より、金融機関・郵便局・コンビニエンスストアで
納めることができます。また、クレジットカードや
インターネット等を利用しての納付、そして便利で
お得な口座振替もあります。
■毎月の保険料の納付期限　「翌月の末日」です。
　保険料の納め忘れがあると、万一障がいや死亡と
いった不慮の事態が発生した時に、障害基礎年金や
遺族基礎年金を受け取れない場合があります。必ず
納付期限内に納めましょう！
　なお、所得が少ないなど保険料の納付が困難な場
合は、保険料が免除・猶予される制度があります。
　また、今回の新型コロナウイルス感染症の影響に
より収入が減少した場合、令和２年２月以降の保険
料の納付が免除・猶予される臨時特例措置も設けら
れていますので、年金事務所や町民生活課にご相談
ください。
【問い合わせ先】
　米子年金事務所　　　　　☎３４－６１１１
　　　　　　　　　　　　　ガイダンス②番➡②番
　町民生活課（法勝寺庁舎）☎６６－３１１４

国民年金保険料は納付期限まで
に納めましょう！

　毎年ご協力いただいております町内一斉清掃を、
今年も計画しました。
　皆様のご協力をよろしくお願いいたします。
　　■実施日　６月５日（日）

【問い合わせ先】
　町民生活課（天萬庁舎）　☎６４-３７８１

町内一斉清掃の
ご協力について

３月16日～４月15日届出分・敬称略
※掲載は希望者のみです。

ご冥福をお祈りします

（氏　名）
仲田ゆかり
野口　幸雄
森脇　枝
小林　一郎
名　範夫
三浦　重子

（住　所）
荻　名
鶴　田
天　萬
田　住
福　成
能　竹

（年齢）
（53歳）
（91歳）
（99歳）
（84歳）
（94歳）
（98歳）

ご　寄　付

（寄付者名）
山根　和子

（金額）
金一封

（集落名）
天萬

（故人名）
克仁
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　主に新入社員や異動・昇進・昇格など環境が変わ
った労働者を対象に、夕方時間を延長して電話での
労働相談を行います。職場での人間関係の悩み、休
憩時間が取りにくい、労働条件ってこれでいいの？
など、気軽に相談できます。
■日時　５月２５日（水）～２７日（金）の３日間
　　　　午前９時～午後７時まで
■相談ダイヤル　☎０１２０－６６２－３９６
　※相談は無料、秘密は厳守します。
【問い合わせ先】　みなくる米子　☎３１－８７８５

みなくる夕焼けホットライン
～お仕事帰りの電話労働相談～

　安心して働いていますか？連合は「労働相談ダイ
ヤル」を開設し、雇用形態にかかわらず、働くみな
さんのトラブルや心配事の解決に向け、相談員が秘
密厳守でおこたえします。男性からの相談も受け付
けます。お気軽にご相談ください。
■日時　６月７日（火）・８日（水）
　　　　午前１０時～午後７時
■相談ダイヤル　☎０１２０－１５４－０５２
【問い合わせ先】　連合鳥取　
　　　　　　　　　☎０８５７－２６－６６０５

女性のための連合全国一斉
集中労働相談ホットライン

令和４年度鳥取県西部広域行政管理組合一般会計　予算の概要

　鳥取県西部広域行政管理組合は、鳥取県西部圏域の２市６町１村により組織された団体で、主に消防事務や不燃
物処理施設の管理運営などを行っている特別地方公共団体です。令和４年２月組合議会定例会で、令和４年度一般
会計予算が決まりましたのでお知らせします。令和４年度の予算額は４８億９，３３９万円で、前年度の当初予算
と比べて２.９％の増となっています。

歳出歳入

分担金及び負担金
91.3％

組合債4.0％

諸収入0.5％
繰入金2.2％ 繰越金0.0％

財産収入
0.3％

県支出金
0.7％

使用料及び
手数料1.0％

議会費0.0％

公債費9.4％
予備費0.2％ 総務費3.7％

民生費1.0％

衛生費25.9％
消防費59.8％

【問い合わせ先】
鳥取県西部広域行政管理組合事務局
総務課　☎２２-７７３２

※表中の決算額は万円単位
　で四捨五入しているため、
　合計が一致しない場合が
　あります。

歳入区分
分担金及び負担金
使用料及び手数料
県支出金
財産収入
繰入金
繰越金
諸収入
組合債

合計

予算額
44億6,759万円

4,670万円
3,480万円
1,218万円

1億1,000万円
0万円

2,662万円
1億9,550万円
48億9,339万円

歳出区分
議会費
総務費
民生費
衛生費
消防費
公債費
予備費
合計

予算額
116万円

1億8,276万円
4,792万円

12億6,764万円
29億2,696万円
4億5,696万円
1,000万円

48億9,339万円

うち共同処理事務に係る市町村負
担金は44憶4,675万円で、構成市
町村の内訳は次のとおりです。
米子市
境港市
日吉津村
大山町
南部町
伯耆町
日南町
日野町
江府町

25億6,057万円
5億888万円
1億1,882万円
3億6,400万円
2億5,681万円
2億7,161万円
1億5,303万円
1億792万円
1億511万円
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◆イベントなど

天萬図書館　☎64‐3791５月22日（日）10:30～11:00おはなし会 富有まんてんホール

天萬図書館　☎64‐3791５月17日（火）9:30～11:30

５月12日（木）10:30～11:00

点字サークル

音読会

交流会館
法勝寺図書館　☎66‐4463５月14日（土）9:30～12:00製本サークル キナルなんぶ　小会議室

法勝寺図書館　☎66‐4463５月19日（木）19:00～20:00手話講座 キナルなんぶ　中会議室

法勝寺図書館　☎66‐4463５月28日（土）10:30～12:00サイエンスアカデミー キナルなんぶ多目的ルーム
天萬図書館　☎64‐3791６月７日（火）9:30～11:30点字サークル 交流会館

法勝寺図書館　☎66‐4463キナルなんぶ　中会議室

６月９日（木）10:30～11:00音読会 法勝寺図書館　☎66‐4463キナルなんぶ　中会議室

日時場所 問い合わせ先

毎月第３日曜日は「かぞくの日」

５月16日・23日・25日（図書整理日）・30日・６月６日
５月16日・23日・25日（図書整理日）・30日・６月６日

◆図書館休館日 天萬図書館
法勝寺図書館

日時場所
◆相　談

内容・問い合わせ先

行政書士無料相談会 キナルなんぶ　小会議室
５月18日（水）
10:00～13:00
※要予約

相続・遺言・成年後見・マイナンバーカード
の代理申請等
鳥取県行政書士会　☎0857‐24‐2744

心の健康相談 健康管理センターすこやか ５月17日（火）
午後から※要予約

公認心理師があなたのお悩み伺います。
健康福祉課　☎66‐5524

人権・行政相談 総合福祉センターしあわせ ５月11日（水）
9:00～11:30

行政相談　総務課　☎66‐3112
人権相談　人権・社会教育課　☎64‐3782

消費生活相談 天萬庁舎１階 ５月24日（火）
9:00～12:00

訪問販売、インターネットなどのトラブル
町民生活課　☎64‐3781

総合福祉センターしあわせ ６月１日（水）
9:00～11:30
６月１日（水）
13:30～16:00 人権・社会教育課　☎64‐3782

人権・社会教育課　☎64‐3782
人権相談特別開設

交流会館

総合福祉センターしあわせ ６月８日（水）
9:00～11:30
６月10日（金）
13:30～16:00 総務課　☎66‐3112

総務課　☎66‐3112
行政相談

交流会館

多重債務の法律等相談会 鳥取県西部総合事務所
第15会議室

５月19日（木）
13:30～15:00

多重債務やヤミ金融等
【事前予約先】西部消費生活相談室
☎34‐2648《受付時間》8:30～17:00

まちの行事まちの行事 5月11日～6月10日5月11日～6月10日

米やカフェ

キナルなんぶ

５月17日(火)9:30～11:00
※お茶代100円

介護にかかわる方々のほか、どなた
でも参加できる「認知症カフェ」

認知症の方の家族のつどい

えん処米や

５月20日(金)10:00～12:00
※参加費100円（茶代）

認知症の方を介護している家族が
日頃の思いを話し合う場

さくらカフェあいみ てま里 ５月26日(木)13:30～15:30
※お茶代100円

介護にかかわる方々のほか、どなた
でも参加できる「認知症カフェ」

場所 日時 内容
▢問健康管理センターすこやか☎66‐5524



南さいはく交流拠点施設
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■予約電話番号
☎６６-３５１１

（受付時間９：００～１７：００）

■問い合わせ先
キナルなんぶ　☎４６－０８７０

町営ふれあいバス南さいはく線の変更について
　　５月１６日（月）から町営ふれあいバス南さいはく線のバス停を下記のとおり新たに１ヶ所
　　　設置しますので、ご利用いただきますようご案内します。
【バス停名】　南さいはく交流拠点施設前
【運行路線】　朝の定時定路線を除くデマンド便の全便（上下線とも運行）
　　※上長田線、東長田線どちらも、予約に応じて乗降できます。



桜の舞う町、南部町。春を迎え、桜はもちろん、たくさんの
花々が里山を彩っていました。今月は、色とりどりの春景色を
お楽しみください♪

法勝寺

市山

倭天萬

今月のメニュー

あかもくの味噌汁
一人分　エネルギー　39 kcal　　食塩相当量　0.8g

減塩で元気・長生き・南部っ子！！減塩で元気・長生き・南部っ子！！

あかもくは、ミネラル、食物繊維が豊富に含まれ
ています。また、粘りが強く、食感も楽しめます。

材料　　（４人分）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

作り方
①　たまねぎ、にんじんは千切りにする。葉ねぎは小口切り

　　にする。

②　卵は溶きほぐしておく。

③　だし汁にたまねぎ、にんじんを加えて煮えたところに②

　　をまわし入れる。

④　最後に味噌、あかもく、葉ねぎを散らす。

・あかもく　　　20ｇ

・にんじん　　　1/6本

・葉ねぎ　　　　2本

・味噌　　　　　24ｇ

・たまねぎ　　1/4個

・卵　　　　　1個

・だし汁　　　500ｍｌ

一年で一番華やぐ季節

番外編
なんぶ里山春景色

キラリ★なんぶびと
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祐生出会いの館【緑水湖畔】　■休館日：毎週火曜日(火曜日祝日は翌日)　　■問い合わせ先：☎66-4755

No.212

令和３年度文科大臣表彰受賞記念「小谷悦夫絵画展」
4月23日(土)～6月13日(月)

　小谷悦夫氏はチャーチル会米子の幹事長や県美術
家協会会長など歴任すると共に油絵教室「ビスター
レ」を開設して絵画界に貢献してきました。令和3年
度、その功績が認められて文科大臣表彰を受賞しま
した。当館で記念の作品展を行います。どうぞご覧
ください。

〒683‐0351 鳥取県西伯郡南部町法勝寺377番地1　 発行・制作  南部町 総務課　☎（0859）66‐3112　（0859）66‐4806
http://www.town.nanbu.tottori.jp            soumu@town.nanbu.tottori.jpＥメール

南部町のいきものたち ◯182

カラスアゲハ
■
黒
い
ア
ゲ
ハ
は
何
種
類
？

　
５
月
に
な
り
気
温
が
上
が
っ
て

く
る
と
、
黒
い
蝶
た
ち
が
飛
び
始

め
ま
す
。
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
、
ナ

ガ
サ
キ
ア
ゲ
ハ
、
モ
ン
キ
ア
ゲ
ハ
、

オ
ナ
ガ
ア
ゲ
ハ
、
ク
ロ
ア
ゲ
ハ
な

ど
、
町
内
で
は
７
種
類
の
黒
い
ア

ゲ
ハ
の
仲
間
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
少
し
見
分
け
方
に
迷
う
の
が
、

カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
と
ミ
ヤ
マ
カ
ラ
ス

ア
ゲ
ハ
で
す
。
ミ
ヤ
マ
の
方
は
名

の
通
り
深
山
の
涼
し
い
と
こ
ろ
が

好
き
で
、
カ
ラ
ス
の
方
は
低
地
の

森
林
環
境
や
都
市
部
で
も
見
ら
れ

ま
す
。
南
部
町
で
は
ミ
カ
ン
科
の

カ
ラ
ス
ザ
ン
シ
ョ
ウ
や
ユ
ズ
の
周

り
に
よ
く
雌
が
飛
ん
で
い
る
の
を

見
か
け
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
産

卵
を
観
察
し
た
こ
と
は
ま
だ
あ
り

ま
せ
ん
。

■
群
青
色
の
構
造
色 

　
雄
の
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
の
構
造
色

は
息
を
飲
む
ほ
ど
に
、
ハ
ッ
と
さ

せ
ら
れ
る
青
と
緑
の
金
属
光
沢
を

放
ち
ま
す
。
花
で
吸
蜜
し
て
い
る

カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
の
翅
に
太
陽
光
が

当
た
る
時
、
キ
ラ
キ
ラ
と
群
青
色

に
反
射
す
る
様
は
、
生
き
て
動
い

て
い
る
姿
を
拝
め
る
か
ら
こ
そ
味

わ
え
る
自
然
の
芸
術
。
写
真
や
映

像
で
は
な
か
な
か
本
物
の
輝
き
を

再
現
す
る
の
は
厳
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ミ
ヤ
マ
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ

は
さ
ら
に
色
合
い
が
鮮
や
か
で
す
。

も
ち
ろ
ん
標
本
で
も
そ
の
鱗
粉
の

細
や
か
さ
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
も
し
交
通
事
故
で
道
に
亡
き

骸
が
落
ち
て
い
た
り
、
カ
マ
キ
リ

な
ど
に
捕
食
さ
れ
翅
が
食
べ
残
さ

れ
て
い
る
の
を
拾
っ
た
り
し
た
ら
、

虫
め
が
ね
や
顕
微
鏡
で
拡
大
さ
れ

た
鱗
粉
を
ご
覧
頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
命
を
つ
な
い
で
い
く
た
め

に
進
化
し
た
そ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

蝶
の
仲
間
が
こ
の
地
球
に
誕
生
し

た
約
２
億
年
前
か
ら
の
時
間
を
か

け
て
洗
練
さ
れ
て
き
た
模
様
で
す
。

生
き
物
と
し
て
大
先
輩
の
蝶
々
た

ち
か
ら
、
芸
術
面
で
も
学
ぶ
こ
と

が
沢
山
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

■
地
面
で
吸
水
し
て
い
る
の
は
？

　
以
前
、
湿
っ
た
土
の
上
で
吸
水

を
し
て
い
る
蝶
は
オ
ス
ば
か
り
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
本

当
か
ど
う
か
、
改
め
て
調
べ
て
み

た
ら
、
わ
ず
か
に
例
外
が
あ
る
よ

う
で
す
が
、
殆
ど
は
羽
化
し
て
か

ら
間
も
な
い
オ
ス
の
蝶
が
、
体
温

調
節
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
補
給
の
た
め

に
地
面
で
水
分
を
補
給
し
て
い
る

と
い
う
の
が
定
説
と
の
こ
と
。
こ

の
金
ヶ
崎
の
川
で
水
を
飲
み
に
来

た
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
も
、
き
っ
と
近

く
で
羽
化
し
飛
ぶ
こ
と
が
出
来
た

の
で
し
ょ
う
。
ま
た
毎
年
彼
ら
の

姿
を
見
ら
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

自
然
観
察
指
導
員
　
桐
原
真
希

金ケ崎　　　　　　　　　　　　　　　撮影：桐原佳介

祐生検定⑥
祐生が収集家の存在を

知る記事を載せた新聞

はどれでしょうか。

Ａ．大阪朝日新聞

Ｂ．大阪毎日新聞

Ｃ．大阪読売新聞

Ｄ．大阪産経新聞

答え：Ａ．大阪朝日新聞


